
こ
れ
か
ら
も
、ず
っ
と
。

http://www.fielding.co.jp/

51 株主
通信

C O N T E N T S

 トップメッセージ 01

保  守  革  新  と  シ  ス  テ  ム  ア  フ  タ  ー  サ  ポ  ー  ト  へ  の  
拡大を目指します。

 第51期中間期の業績と今後の経営方針  03
 ▶特集◀ FIELDING Close-up 05
 Fielding eye（中間期トピックス） 07
 業績の概況  09
 連結財務諸表（要約） 11
 株式の状況  13
 会社概要  14
 アンケートのお願い 14



保守革新とシステムアフターサポートへの拡大を目指します。

トップ 

メッセージ
厳しい環境に対応する基盤固めとして
の事業活動を展開いたしました。
当社グループの主たる事業領域である
ITサポートサービス市場は、「個人情報
保護法」に対応するセキュリティサービ
スや「日本版SOX法」対応の内部統制
システム構築などへのニーズが高まった
ものの、競争激化や価格低下の進行に
より厳しい環境が継続しました。

このような事業環境のもと、当社グ
ループは、一昨年から取り組んできた
経営改革を継続するとともに、昨年設
立した新体制（東西のシステムサービス
事業部、マーケティング本部）による営
業力強化や協業推進に努めてまいりま
した。同時に、原価低減活動も引き続
き積極的に行い、厳しい環境に対応し
ていくための基盤固めとしての事業活
動を展開してまいりました。

また、CS（お客さま満足）を基軸とし
た事業運営を遂行し、当社のコールセ
ンター業務サービス品質の向上の取り
組みに対し、社団法人企業情報化協
会より「Best Contact Center of the 
Year 2006 優秀賞」をいただくととも

に、CSR活動では「世界遺産劇場」へ
の協賛など文化支援活動を通じた社会
貢献への取り組みをすすめました。

当中間連結会計期間の売上高は、
協業や運用サポートサービスなどの注
力事業や大型の展開案件獲得による増
加があったものの、オープン化進展や
製品品質向上の影響による保守／修理
減および、サービス事業の拡販への注
力による物品販売の減少などにより、
前年同期比で減収となりました。

利益は、保守／修理等の既存領域
での減収や投資増による利益減を、注
力事業などの増収効果や原価低減活
動で補うにはいたらず、前年同期比で
減益となりましたが、サービス事業の
比率が高まったことに加え、継続的な
費用低減活動の効果により期初計画を
上回りました。

以上の結果、当中間連結会計期間
の経営成 績は、売上高1,045億61
百万円（前年同期比6.1%減）、経常利
益36億16百万円（前年同期比23.3%
減・期初計画比44.6%増）と前年同期
比では減収・減益となりました。

堅実な成長実現に向けた増収・増益基
調への転換を目指します。
今後の国内ITサービス市場は、アウト
ソーシング系の運用代行などの高い伸
長が市場を牽引し、全体では成長が予
測されます。

プロアクティブ・メンテナンス事業に
係るハードウェア保守市場規模は、オー
プン化の影響などにより縮小傾向に
あり、当社保守収入の減収は継続す
るものの減収幅は緩やかになっていま
す。また、フィールディング・ソリューショ
ン事業領域の運用サービスにおいては
5％以上の成長が見込まれ、当社はこ
の市場成長を取り込んだ成長を目指し
ます。

不本意ながら、現状では第49、50、
51期と3期連続の減収・減益の見通し
となっております。しかし、今年度をボ
トムとして第52期以降において増収・
増益を目指し、経営基盤を一段と強化
して堅実な成長を実現します。

注力事業においては保守革新とシス
テムアフターサポートへの拡大に向け
た施策を展開するとともに、採算性に

おいてはプロアクティブ・メンテナンス
事業で利益率を確保しつつ、フィール
ディング・ソリューション事業の利益率
を着実に改善させていくために、保守
コスト構造改革を継続・拡大させ、サー
ビス事業への一層の注力を行います。

成長を支える経営基盤の強化戦略と
しては、“個”客別／機種別CS管理の
強化に取り組むほか、CSR活動として
は、コンプライアンス／情報セキュリティ
の強化と、環境／社会貢献活動を継続
して推進いたします。また、人的リソー
スの最適化では、人事制度の刷新、事
業特性に応じたリソース活用の促進、
付加価値の外部流出抑制を図ってまい
ります。

以上の取り組みを通じて企業価値を
高め、同時に株主の皆さまへの利益還
元を図ってまいります。今後とも、より
一層のご理解とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

代表取締役　執行役員社長

片山　徹



第51期中間期の業績と今後の経営方針

第51期中間期 
の業績

今後の 
経営方針保守既存領域の減少は継続したものの、減収幅は半減する 

とともにサービス事業を拡大させました。
保守革新とシステムアフターサポートへの拡大に向けた 
事業戦略を推進します。

当中間連結会計期間の連結売上高
は前年同期比で約68億円の減収と
なり、経常利益も約11億円の減益と
なりました。

売上高減収のうち保守既存領域の
33億円は、前年同期の減収額64億
円から半減し、製品品質向上による
修理サービスの減少は一段落しつつ
あります。

保守・運用サポートなど事業拡大
に注力した領域では、前年同期比で
約５億円増加しました。

システム展開は、当社の約400ヶ
所の拠点を活用した全国規模の展開
物件により増加しました。

注力領域や展開物件などサービス
事業の案件獲得に注力した反動で、
利益率の低いサプライサービスが大
きく減少しました。

経常利益減益のうち9億円は、保
守部品の資産効率化投資や社内シス
テムへのIT投資など、今後の成長に
向けた費用増であり、この費用を除
くと、売上の減少を利益率の高いサー
ビス事業の拡大や原価低減により、
ほぼ前年同期並みの利益を確保し、
期初計画比では11億円の増益となり
ました。
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【運用サポート
（注力領域）】
統合運用サポー
トセンター活用
による遠隔監視
等の運用サービ
ス増加

【保守（注力領域）】
ソフトサポート、
協業拡大、IT/NW
統合領域取込

保守注力領域増収
による利益増

サプライ減収
に伴う利益減

IT投資に伴う
減価償却費増運用サポート、

システム展開増
収による利益増

【システム展開】
●大型展開案件
●セキュリティ・
VoIP関連増

【サプライ】
サービス事業
への注力によ
る反動減

【保守（既存領域）】
オープン化の進展／
製品品質向上による
保守／修理サービス減

●保守既存領域の
減収に伴う利益減
（△3）
●資産効率化投資
（△6）

■  売上高増減要因 ■  経常利益増減要因

当社の事業戦略は、事業基盤である
保守事業を注力領域を含めて堅持し
コスト構造改革で利益確保を目指す

「保守事業革新戦略」、保守事業の
基盤を活用しつつサポート範囲を拡
大していく「システムアフターサポー
ト拡大戦略」、これらの事業成長を
支える「経営基盤強化戦略」です。

保守事業革新戦略
保守メニュー創出などによる契約の
拡大や保守プロセス改革、当社資産
を活用した他ベンダとの協業促進に

よる保守機会の増加などを通じ保守
事業規模を堅持します。また、原価
低減活動を継続するとともに、機材・
物流生産革新を行うことで、オープン 
化進展の環境を勝ち抜くコスト構造
の改革を実現します。

システムアフターサポート拡大戦略
ソフトウェア技術力やVoIP/セキュリ
ティなどの社員スキル強化およびNEC
グループとの連携による営業力や技
術力の補完を行うとともに、ソフトベ
ンダ/SIerと連携・協業してワンストッ
プサービスを実現する施策を展開し、

ハードウェア保守からシステム全般の
保守・運用へと事業を拡大します。

経営基盤強化戦略
CS（お客さま満足）では、従来から活
動してきた“個”客別／機種別CS管 
理の一層の強化を図り、サービスレ
ベルを明確化することでCS品質を高
め、業績向上にもつなげます。

CSR（企業の社会的責任）において
は業界のトップランナーを目指し、コ
ンプライアンス体制／情報セキュリ
ティ強化を進めていきます。

人材では、内外人的リソース最適
化による生産性向上のため、人事制
度を見直しパートナー会社と連携を
さらに強化していきます。

CSR

経営基盤

CS

保守

保守
注力

運用
サポート システム保守へ

営業／運用力
強化

人材

事業規模堅持

コスト構造改革

サプライ・システム展開

■  保守革新とシステムアフターサポートへの拡大

保守事業革新戦略

システムアフターサポート拡大戦略

経営基盤強化戦略



●プロモーションのコンセプト
2005年はお客さまのビジネスを植物
にたとえて、種子から「伸ばして、支
えて、守って」成功に導くというコン
セプトでした。2006年は、「大地が
生命を育むようにビジネスを伸ばし」、

「空気が生命を支えるように情報社会
を支え続け」、「水が生命を守るよう
にシステムを守り続ける」という内容
で、さらに拡大展開しています。

全体として、地球環境が生命を
守り育むように、当社がITシステム
に欠かせない存在であることを訴求
しています。背景の写真は地球環境
を表す緑や水を基調とし、環境保護
に取り組む当社の姿勢ともオーバー
ラップして、FIELDINGブランドのイ
メージをより向上させるものです。

●展開する媒体
新聞、雑誌、広報誌などの紙媒体に
加え、Webサイトで展開中です。 
http://www.fielding.co.jp/

▶
 特
集
 ◀

プロモーション活動の継続による、ブランドイメージ
のさらなる向上
2005年に行った、FIELDINGブランド向上を目指したプロモーション活動を、 
2006年もリニューアルして展開しています。

▶
 特
集
 ◀

●プロモーションのポイント
2005年の、『お客さまの持続的発展
に寄り添う存在』というコンセプトを
継承しながら、2006年は生命の営
みを支える「水」、「大地」、「空気」を
モチーフに、当社がITとお客さまに
とって欠かせない存在であることを、
インパクトのあるビジュアルで訴求し
ます。 ●�24時間365日いつでもどこから

でも
当社のカスタマサポートセンターへ
は、24時間365日いつでもどこから
でもコンタクトできます。対応するの
は高度な専門知識をもつエンジニア
で、正確・迅速に問題解決に当たり
ます。また、お客さまとの問診、部
品の選定、そして作業指示にいたる
一連のプロセスでさまざまな指標を
用いて、細かい品質管理を行ってい
ます。エンジニアは経験を生かしな
がら、最新の知識を学び技術力を高
めることで、電話での解決率を向上
させ、トラブルによるお客さまへの影
響を最小限に抑えられるように努め
ています。

●�CS（お客さま満足）とサポート品
質の両立を目指す

当社は、顧客満足度向上を目指した
積極的な取り組みを評価され、顧客
中心経営を追求するＣＲＭ協議会よ
り、「2005CRMベストプラクティス賞」
を2005年11月に受賞しています。

進化するコンピュータシステムをす
べてのお客さまが安心して活用でき
るように、当社はサポートサービスの
膨大なノウハウをナレッジとして、カ
スタマサポートセンターの運営を行
い、CSとサポート品質の両立を目指
します。

●�大災害に備えた危機管理体制
カスタマサポートセンターは、地震や
水害など、万が一の場合でも継続し
てお客さまへのサービスを提供でき
るように、十分な危機管理を行って
います。サポートが不可能になるリス
クを避けてセンターを東京と大阪の
2カ所に分散配置し、相互にバック
アップできる体制を確立しています。

●全国の展開力を最大限に活用
電話でトラブルを解決ができなかっ
た場合には、全国４００箇所のサー
ビス拠点と連携し、ＣＥ（カスタマエ
ンジニア）の出動により、継続してサ
ポートサービスを提供します。

安心をお届けする 
カスタマサポートセンター

お客さまからのご相談に、 
エンジニアが直接対応します。
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「Best Contact Center of The Year 2006　優秀賞」を受賞
2006年8月

社団法人企業情報化協会が主催する、平成18年度優秀ITユーザ・サポー
ト表彰制度にもとづく「 Best Contact Center of The Year 2006優秀 
賞」を、当社のネットワークサービスセンターが受賞しました。 

この表彰制度は、ユーザや顧客に対するサービスや課題解
決を提供する組織の構築・運営を実施し、それについて顕著
な努力を払い、経営への貢献など優れた成果をあげたと認め
られる企業・機関・団体の当該部門を対象にした賞です。

今後も、コールセンター業務およびヘルプデスク業務のサー
ビス品質向上に取り組み、お客さまのさらなる満足度向上を
目指していきます。

「HDIサポートセンター国際認定」をアジア・パシフィック地区で初
めて取得
2006年9月

当社のヘルプデスクソリューションセンターが「 HDIサポートセンター国際
認定」の更新認定において、最新の国際認定基準「サポートセンター国際
認定スタンダードVer.4」による認定を取得しました。

同認定は、米国HDI（ヘルプデスク協会）が、ヘルプデスクサービスを提
供する組織のサービス品質レベルを定めた制度で、電話、FAX、E-mail
によりお客さまをサポートするヘルプデスクの　①サービス品質の向上　
②業務効率の向上を目的としております。　　

当社は今回の認定により、従来基準よりもいっそう高度なサービス品質
を満たしたことになります。この認定取得は、新基準による審査としては、
アジア・パシフィック地域では初めて、全世界では5番目の認定取得です。

事
業
成
長
へ
の
取
り
組
み

データを暗号化して記録で
きるCD-R媒体「FIELDING 
Secu-R」を商品化
2006年7月

株式会社スタート・ラボとの
協業により、データを暗号
化して記録できるCD-R媒体

「FIELDING Secu-R」（フィー
ルディング セキュアール）の販
売を開始しました。

この商品は、あらかじめ
CD-Rに書き込んであるソフト
ウェアによりデータを暗号化 
してCD-Rへ記録することと、
暗号化されたデータを復号し
て読み出すことができます。

また、不正コピー防止機能
やパスワードによるデータ保護
機能もあることから、機密情
報や個人情報保護へのニーズ
が高まる中、本商品に対する
期待は大きなものがあります。

Ｃ
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Ｒ（
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業
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新たな文化支援活動として「世界遺産劇場」に協賛
2006年5月

ユネスコ創設60周年記念のプレイベント「世界遺産劇場」に協賛していま
す。「世界遺産劇場」は、日本国内13箇所の世界遺産に無形の文化遺産 

（能・狂言・歌舞伎など）を融合させるアートプロジェクトです。
本プロジェクトは2006年5月の奈良・東大寺大仏殿から始まり、3年

間の予定で、わが国の豊かな「有形」「無形」の文化遺産にスポットをあて、
世界遺産の「保全」と「活用」の活動を日本各地で展開しています。

当社は全国各地の様々な文化・スポー
ツイベントへの協賛などを通じて、地域の
皆さまとのコミュニケーションを大切にし
ていますが、その趣旨にもとづき、「世界
遺産劇場」に協賛しました。

大和インベスター・リレーションズ株式会社選定「インターネット
IRサイトの優秀企業」を4年連続で受賞
2006年5月

大和インベスター・リレーションズ株式会社が選定する「インターネットIR
サイトの優秀企業255社」に、4年連続で選ばれました。

これは、2006年3月8日から4月13日の間に、主要上場会社1,356
社のIRサイトをレビューし、抽出した優秀企業候補563社の中から、い
かにわかりやすく正確・詳細な財務情報を掲載しているかを基準に、255
社に絞り込んで選定したものです。

当社が選定されたのは、顧客重視の姿勢が評価
されたものと考え、今後も自社ホームページIRサイト
による情報発信をCSR（企業の社会的責任）活動の
重要事項として捉え、さらに迅速かつ正確で積極的
な情報開示を行っていきます。 



業績の概況

全般の概況 プロアクティブ・メンテナンス事業 フィールディング・ソリューション事業 通期の見通し

■ 連結売上高・利益
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101億円

保守サービス
468億円

システム展開
サービス
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サプライ
サービス
258億円

フィールディング・
ソリューション事業
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プロアクティブ・
メンテナンス事業

468.56億円

45% 55%

■ 売上高 ■ 営業利益 ■ 売上高 ■ 営業利益■ セグメント・サービス別売上構成
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連結財務諸表

■ 流動資産　

■ 流動負債　

■ 流動比率　222.7％

■ 自己資本比率　51.0％

中間連結貸借対照表（要旨）
当中間期 前中間期 前期

資産の部
　流動資産 94,942 96,379 101,102
　固定資産 26,417 25,595 26,707
　　有形固定資産 4,614 4,774 4,838
　　無形固定資産 4,820 5,645 5,688
　　投資その他の資産 16,982 15,175 16,180
　資産合計 121,360 121,974 127,810

負債の部
　流動負債 42,624 46,302 49,886
　固定負債 16,849 16,522 16 ,878
　負債合計 59,473 62,825 66,764

純資産の部
　株主資本 61,835 － －

　評価・換算差額等 1

　少数株主持分 50 － －
　純資産合計 61,887 － －
　負債純資産合計 121,360 － －

少数株主持分
少数株主持分 － 53 50

資本の部
　資本金 － 9,670 9,670
　資本剰余金 － 10,161 10,161
　利益剰余金 － 39,263 41,154
　その他有価証券評価差額金 － 0 △ 2
　為替換算調整勘定 － 1 12
　自己株式 － △ 0 △ 0
　資本合計 － 59,096 60,994
　負債、少数株主持分及び資本合計 － 121,974 127,810

中間連結損益計算書（要旨） 
当中間期 前中間期 前期

売上高 104,561 111,413 230,776

売上原価 88,104 94,395 195,356

売上総利益 16,457 17,018 35,420

販売費及び一般管理費 13,068 12,526 25,413

営業利益 3,388 4,492 10,006

営業外収益 262 252 374

営業外費用 35 30 96

経常利益 3,616 4,713 10,285

特別利益 200 99 99

特別損失 617 64 1,117

税金等調整前中間（当期）純利益 3,198 4,749 9,267

法人税、住民税及び事業税 927 1,796 3,534

還付法人税等 － 1,691 1,691

法人税等調整額 590 1,430 1,505

少数株主損益 △ 5 △ 2 △ 4

中間（当期）純利益 1,685 3,216 5,924

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） 
当中間期 前中間期 前期

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,223 3,739 13,111

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 610 △ 1,030 △ 2,652

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 816 △ 816 △ 1,635

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 7 1 12

現金及び現金同等物の増減額 3,789 1,894 8,836

現金及び現金同等物の期首残高 11,674 2,838 2,838

現金及び現金同等物の期末残高 15,463 4,732 11,674

■ 売上高　

■ 経常利益　

■ �営業活動によるキャッシュ・
フロー

財務のポイント 財務のポイント



株式の状況 会社概要

会社概要

取締役および監査役 

執行役員

 

株主の皆さまへのアンケートのお願い
Q1　どこで当社をお知りになりましたか？
 □お客さまとして □証券会社 □新聞・雑誌記事 
 □ホームページ □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q2　当社の株主になっていただいた時期はいつごろですか？
 □平成 14年 9月 □平成 14年中 □平成 15年中  
 □平成 16年中 □平成 17年中 □平成 18年から
Q3　本通信の内容はご理解いただけたでしょうか？

 株主通信内容 理解いただけた 理解しがたい
 トップメッセージ □ □ 
 第 51期中間期の業績と今後の経営方針 □ □ 
 FIELDING Close-up（特集） □ □ 
 Fielding eye（トピックス） □ □ 
 業績の概況 □ □ 
 連結財務諸表 □ □ 
 株式の状況 □ □ 
 会社概要 □ □

Q4　当社の株式を買い付けされた理由は何でしょうか？（複数可）
 □将来性 □収益性 □経営方針 □事業内容 
 □株価の割安感 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q5　今後の当社株式にどのような方針をお持ちですか？
 □売却 □長期保有 □その他（　　　　　  　　  ）
 上記方針を決定する判断材料は何ですか？（複数可）
 □株価 □配当 □将来計画 □業績 
 □株主優待
 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）
Q6　当社からの情報取得方法は何を希望されますか？
 □ホームページ □郵便物 □ IR広告 
 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）
Q7　株主通信に希望するテーマなどをお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。

株主の皆さまへのアンケートのお願い

アンケートのお願い

証券会社
0.91%

その他の法人
37.60%

金融機関
38.81%

外国法人等
7.41%

個人その他
15.27%

自己名義
0.00%

1株～999株
4.36%

1,000株～9,999株
6.91%

10,000株～99,999株
6.18%

100,000株～
999,999株
7.17%

1,000,000株以上
75.38%
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■ 株価チャート

■ 所有者別株式分布状況

■ 所有株数別株式分布状況

株主の皆さまからいただきました個人情報につきましては、当社の「個人情報保護方針」に基づき保護
いたします。当社の「個人情報保護方針」につきましては、以下のURLをご参照願います。
http://www.fielding.co.jp/personal/index.html



東京都港区三田1-4-28 
三田国際ビル

NECフィールディング株式会社
コーポレート・コミュニケーション部　行

差 出 有 効
期 間 平 成
1 9 年 7 月 
4 日まで有 効
（切手不要）

ふりがな

氏　　名 性別　男・女

ご住 所  〒 （都・道・府・県）  

 

年　　齢 19歳以下　 20代　 30代　 40代　 50代　 60代　 70歳以上

所有株式数 100株～299株 300株～499株  

 500株～999株 1,000株以上

点線を目安に添付のシールを貼ってください。

111

1 0 8 8 7 9 0

■事業年度

■定時株主総会

■上場取引所

■基準日

■公告方法

■ホームページアドレス

■株式事務取扱場所

7

7

株主メモ

コーポレート・コミュニケーション部 

高輪局承認

5527

これからも、ずっと。

古紙配合率 100％再生紙を使用しています。 大豆油インキで印刷しています。


